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	AIで運命のコントロールはできるか？
	　AIの普及により、開発協力の現場でも様々な「変革」がもたらされていますが、人間の安全保障への貢献も明らかになってきました。人間の安全保障を「人が恐怖と欠乏から自由になり、尊厳をもって生きられる状態」とするならば、AIが効果を発揮する場面は急速に増えています。
	　「恐怖からの自由」を支える分野では、災害対応、医療、犯罪対策などが挙げられます。災害対応では、AIが気象・地形データを分析し、洪水、台風、土砂災害を予測することで予防手段が強化できます。また、地震後の被害推定により救助優先地域の特定ができれば、効果的な人命救助にも役立ちます。医療分野では、AIによる画像診断が病気の早期発見につながり、感染症などの予防につながります。さらに、犯罪分野では、犯罪発生データを分析することで危険地域の可視化を可能にし、防犯カメラによる異常行動の検知を行うことで、住民の安全が守られます。
	　「欠乏からの自由」を支える分野では、作物の生育状況や家畜の健康状態をAIが分析することで、食糧の生産量増大に貢献します。金融アクセスの面では、AIによる信用評価により、銀行口座を持たない人々にも融資機会の提供が可能になります。また、教育分野では、AIが学習者に合わせた教材を提供することで、教員が不足する地域でも質の高い教育が提供できます。さらに医療分野においても、AIを活用した遠隔医療により医療アクセスの改善に寄与します。
	　このようなAIの活用は、自律（自分で選び、決める力を支える）、参加（誰も排除されず社会に関わる）、可能性（持っている力を発揮できる）といった個人の尊厳の向上につながります。AIの価値は、不確実な環境を予測可能にし、必要な資源を効率的に配分し、人間が安心して自立的に生きられる社会を実現することといえます。すなわち、AIによって、人間の運命の解像度を上げることが可能になるというわけです。
	　もちろん、AIの過信は禁物なので、様々な留意点がありますが、AIを人間中心の開発に用いるための工夫はますます必要になるでしょう。今回のソーシャルイノベーション通信は、AIと開発協力をテーマにしており、現在のビジョン、行動案、具体的な協力事例を紹介します。読者の皆様にとって思考の一助になれば幸いです。


	AIと国際協力
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	JICAのAI分野における協力
	ガバナンス・平和構築部　STI・DX室

	case. 1
	case. 2
	case. 3
	case. 3
	case. 4
	case. 3

	AIの活用にかかる今後の展望
	　AIの開発と普及の進展は非常に速く、産業振興や経済安全保障の観点からも避けて通れないものとなりつつあります。日本が2025年に施行した「人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律（AI法）」は、イノベーション促進とリスク対応の両方のバランスを取るものであり、多くのグローバル・サウス諸国から注目されています。 　JICAにも各国政府・実施機関から、AI戦略策定、人材育成、アプリケーション開発、エコシステム形成に関する支援要請が寄せられており、ODAへの期待は高まっています。一方で、AIは日本にとっても重要な分野であり、今後はグローバル・サウスとの関係においても、共創的な関係の構築が求められます。 　JICAはAI分野でも、日本とグローバル・サウス双方のニーズに応える事業の形成・推進を進めていきます。


